

















　ブランドと自己との関連性に焦点を当てた研究には大きく 2 つの流れがある。1 つは自
己とブランドの結びつきであるブランド・リレーションシップと（e.g.Fournier,1998），

























































































































































































析対象となるようにした。出現頻度が 10 回以上かつその単語が 10 人以上に使用されてい





調査実施期間 2017 年 11 月 28 日～2018 年 2 月 2 日
分析対象者数 200 名
男女比 男性 86 名（43％），女性 114 名（57％）




（8） このテストの場合，回答者は 3 通りの方法で答える。
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　また，単語間の距離の定義は Jaccard 係数で行った。最大で 20 個の文章（センテンス）

















11．自己の状態 M 気分，P 体調，F 事実，AW 意識，BH 行動，など
12．自己の感情的志向・態度
13．自己規定













































































サブグラフ番号 基本カテゴリー 様式 様式の小分類 解釈可能な主な内容 中心的ノード
A10 10．自己の現状の認識と規定 11．自己の状態 M．気分 ○○な時に幸せを感じる 幸せ
A12 10．自己の現状の認識と規定 12．感情的志向・態度 綺麗好き／映画好き 好き
A14 10．自己の現状の認識と規定 12．感情的志向・態度 ブランド物（が好き
／欲しい）
ブランド／物
A16 10．自己の現状の認識と規定 12．感情的志向・態度 海外志向 海外
A05 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 A．属性 ○人家族／家族と過
ごす／家族大事
家族
A08 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 A．属性 出身県または居住県 県
A22 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 A．属性 20 歳 20／歳
A09 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 C．性格特性 少し頑固 少し／頑固
A15 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 C．性格特性 諦めが悪い 諦める
A17 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 C．性格特性 こだわりが強い／責
任感が強い
強い
A21 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 C．性格特性 インドア派 インドア／派
A23 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 C．性格特性 好奇心旺盛 好奇／心／旺盛
A24 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 C．性格特性 努力家 努力／家





A20 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 S．対人特性 誰とでも仲良くなれる 誰／仲良く／な
れる
A19 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 S．対人特性 コミュニケーション
能力
コ ミ ュ ニ ケ ー
ション／能力




A06 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 T．行動傾向 ○○より××な方だ より
A13 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 T．行動傾向 とことんはまる とことん／はまる
A18 20．自己への感情と評価 21．自負 ･ プライド プライドが高い 高い


















A01 60．自己に関する当為と理想 62．自己についての理想 ○○する人になりたい たい／する／な
る／人



























































る自己」と分類可能なサブグラフ a01 が検出されたことで，図 5 の概念モデルと分析結果
全体がより一致していると考えられるのである（13）。なお，どう思われているかの具体的





























うに，表 2 の「10．自己の現状の認識と規定」の「11．自己の状態」の「BH 行動」にも
当てはまるとも解釈できるだろう。
　サブグラフ A01 を構成する a00～a13 の分類と解釈をまとめたのが表 4 である。基本的
出所）筆者作成
表 4　サブグラフA01 の下位構造の分類と解釈
サブグラフ番号 基本カテゴリー 様式 小分類 解釈可能な主な内容 中心的ノード
a00 60．自己に関する当為と理想 62．自己についての理想 ○○する人になりた
い／○○になりたい
／○○したい／
た い ／ す る ／
なる／人
























a03 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 C．性格特性 他人の目を気（にする） 気／目／他人
a04 60．自己に関する当為と理想 62．自己についての理想 もっとできるよう
（になりたい）
も っ と ／ で き
る／よう
a05 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 T．行動傾向 ひとりの時間を大切
（にする）











a09 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 S．対人特性 友だちが少ないまた
は多い
友だち
a10 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 C．性格特性 好き嫌いが激しいま
たは多い
好き嫌い
a11 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 C．性格特性 感情豊か 感情／豊か


















　サブグラフは 17 個検出された。しかしながらサブグラフ B02 は，解釈上 2 つに分ける
方が好ましいと判断したので，サブグラフの数は実質的に 18 個となる。

































サブグラフ番号 基本カテゴリー 様式 小分類 解釈可能な主な内容 中心的ノード
B05 10．自己の現状の認識と規定 11．自己の状態 M．気分 幸せな気持ち／楽し
い気持ち
気持ち
B06 10．自己の現状の認識と規定 11．自己の状態 M．気分 いい女 いい／女
B09 10．自己の現状の認識と規定 11．自己の状態 M．気分 落ち着いた雰囲気 落ち着く




B17 10．自己の現状の認識と規定 11．自己の状態 M．気分 気合いが入る 気合／入る
B04 10．自己の現状の認識と規定 11．自己の状態 P．体調 姿勢がよくなる よく／姿勢
B11 10．自己の現状の認識と規定 11．自己の状態 P．体調 明るい顔 明るい／顔
B16 10．自己の現状の認識と規定 11．自己の状態 P．体調 笑顔が増える 笑顔／増える
B07 10．自己の現状の認識と規定 12．感情的志向・態度 ファッションに興味 フ ァ ッ シ ョ ン
／興味
B12 10．自己の現状の認識と規定 12．感情的志向・態度 流行に乗る・敏感になる 流行
B13 10．自己の現状の認識と規定 13．自己規定 C．性格特性 こだわりが強い 強い／こだわり
















た い ／ な る ／
する／られる





































た い ／ す る ／
なる／人







た い ／ す る ／
なる／人










































































（14） “23.” は，表 2 で使っている識別番号である。以下でも同様である。
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　その傾向は，測定段階でも確認できた。20 答法は最大で 20 個まで文章を回答させるが，
浮かばない場合，回答をやめても良いと指示する。平常時の場合，分析対象者の回答文章






平常時 ブランド使用時 差 s.e. t d.f. p-value
平均回答文章数 19.93 17.83 －2.10 0.301 －6.982 199 0.000








は平常時の場合において 200 回以上の出現頻度があった品詞を対象としている。表の 1 列
目は KHCoder における品詞名である（16）。






















KHCoder 内の品詞名 平常時 ブランド使用時 差 chi-squared d.f. p_value
名詞 3214 2956 －258 10.79 1 0.001
動詞 2573 3560 987 158.84 1 0.000
形容動詞 1372 724 －648 200.34 1 0.000
サ変名詞 892 763 －129 10.05 1 0.002
形容詞 888 800 －88 4.59 1 0.032
副詞 424 455 31 1.09 1 0.296






























単語 平常時 ブランド使用時 差 chi-squared d.f. p_value
たい 733 703 －30 0.63 1 0.429
する 490 551 61 3.57 1 0.059
なる 295 495 200 50.63 1 0.000
出所）筆者作成
表 10　「なる」の「たい」との共起関係の変化
「たい」との共起あり 「たい」との共起なし 「なる」出現頻度 共起の比率 Z p-value
平常時 262 33 295 0.89 15.24 0.000


































タ収集時に学生へ課したレポート課題は 7 つの小課題から構成されている。その 1 つに，
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平常時の自己概念と，ブランド使用時の自己概念の 2 つを，自由回答形式の 20 答法で回
答する課題を分析対象者に課し，テキストマイニングを行って比較検討した。
　その結果，各々において喚起する自己概念の中核を成す主要な構成要素自体に変化がな
いこと，しかしながら，各要素内で喚起する具体的な内容が大きく変わることを示した。
ブランド使用時において，喚起する自己概念の内容がよりポジティブに変わることが見出
されたのである。また，単語レベルでいうと動詞「なる」の使われ方に大きな変化がある
ことを見出した。平常時は「なりたい」という使われ方が主なのに対して，ブランド使用
時は「○○になる」へ変化することが分かった。つまり，ブランドの使用で違った自分や，
なりたい自分になるという自己概念が喚起することが示唆された。
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櫻井　聡：ブランドによって喚起される自己概念の内容
